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１．当第２四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

（当第２四半期の世界経済及び日本経済） 

世界経済は、米国と欧州においては景気が底堅く推移したことに加え、中国においては堅調を維持し、

新興国においても緩やかな景気回復が継続したことから、一部の国・地域における政治情勢等に起因する

不透明感は残るものの、全体としては堅調に推移しました。 

日本経済は、個人消費・設備投資ともに底堅く推移し、企業の生産活動の改善もみられるなど、緩やか

な回復が継続しました。 

 

（当第２四半期のセグメント別の業績概況） 

こうしたなか、当社グループは、各セグメントにおいて、各社がそれぞれの事業環境変化に対応しなが

ら、収益改善に努めてまいりました。各セグメント別の業績の概況は以下のとおりです。 

               （単位：億円） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜製鉄＞ 

国内鉄鋼需要については、自動車向けを中心に堅調に推移しました。 

海外鉄鋼需要については、総じて堅調に推移しました。国際鉄鋼市況については、上期期首において在

庫調整に起因した一時的な軟化の動きがみられたものの、第２四半期においては、特に中国での堅調な内

需を背景に上昇しました。 

製鉄セグメントとして、売上高は２兆 4,380億円、経常利益は 1,287億円となりました。 

  

 売上高 経常利益 

 当第２四半期 前第２四半期 当第２四半期 前第２四半期 

製鉄 24,380 19,008 1,287 140 

エンジニアリング 1,341 1,165 19 15 

化学 983 812 93 8 

新素材         179 171 11 7 

システムソリューション           1,165 1,060 107 103 

合計 28,049 22,219 1,519 275 

調整額 △598 △611 56 4 

四半期連結損益計算書計上額 27,450 21,607 1,576 280 
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 ＜エンジニアリング＞ 

新日鉄住金エンジニアリング㈱におきましては、原油価格の低迷や海外鉄鋼メーカーの投資手控え等、

依然として厳しい事業環境が継続しておりますが、国内建築分野等における順調な工事進捗とプロジェク

ト実行管理の着実な遂行等もあり、全体としては売上高・収益ともに増加しました。エンジニアリングセ

グメントとして、売上高は 1,341億円、経常利益は 19億円となりました。 

  

 ＜化学＞ 

新日鉄住金化学㈱におきましては、化学品事業において、主力製品であるスチレンモノマーの販売が堅

調に推移し着実に収益を確保しました。機能材料事業においても、電子機器向けの回路基板材料やディス

プレイ材料、有機 EL材料がそれぞれ販売を伸ばすなど、収益は好調に推移しました。また、コールケミ

カル事業においても、黒鉛電極向けニードルコークスの需要増により、事業環境の改善が継続しました。

化学セグメントとして、売上高は 983億円、経常利益は 93億円となりました。 

 

 ＜新素材＞ 

新日鉄住金マテリアルズ㈱におきましては、半導体・電子産業部材において、表面処理銅ワイヤの販売

が引き続き好調なことに加え、サスペンション材等の金属箔の販売が増加しました。また、産業基礎部材

において、高弾性・高熱伝導性を強みとし、産業分野向け構造部材や放熱部材としても使用されるピッチ

系炭素繊維の需要が増加しました。市場競争激化の影響を受けたものの、販売の拡大により売上・収益と

もに増加しました。新素材セグメントとして、売上高は 179億円、経常利益は 11億円となりました。 

 

 ＜システムソリューション＞ 

新日鉄住金ソリューションズ㈱におきましては、幅広い業種の顧客に対し、システムの企画、構築、運

用・保守を一貫して提供するとともに、顧客の事業環境変化に対応した先進的なソリューション・サービ

スを展開しております。当期は、DaaS（デスクトップ仮想化サービス）の拡販や、業務の高度化に AI・機

械学習を効果的に活用するためのソリューション展開等を推進しました。システムソリューションセグメ

ントとして、売上高は 1,165億円、経常利益は 107億円となりました。 

   

（当第２四半期の売上・損益） 

当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は２兆 7,450億円、営業利益は 999億円、経常利益は

1,576億円及び親会社株主に帰属する四半期純利益は 991億円となりました。  
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（２）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

（連結業績予想） 

世界経済は、米国と欧州においては景気が底堅く推移していることに加え、中国においては堅調を維持

し、新興国においても緩やかな景気回復が継続していることから、一部の国・地域における政治情勢等に

起因する不透明感は残るものの、全体としては引き続き堅調に推移するものと想定されます。 

日本経済は、一部で人手不足に起因する活動制約はあるものの、個人消費・設備投資ともに底堅く推移

し、緩やかな回復が見込まれます。 

国内鉄鋼需要については、自動車向けを中心に、建設・土木向けも含め堅調に推移するものと見込まれ

ます。また、海外鉄鋼需要については、総じて堅調に推移するものと見込まれます。 

こうしたなか、平成 29年度通期の連結業績につきましては、「2017年中期経営計画」の最終年度とし

て、安定生産の継続による堅調な鉄鋼需要の着実な捕捉、コスト改善の着実な実行、海外事業を含めたグ

ループ会社の更なる業績改善など、最大限の経営努力を継続することに加え、鋼材価格の改定について、

需要家の皆様に御理解いただけるよう丁寧な対応を継続し「再生産可能な適正マージン」の確保を図るこ

とにより、第１四半期決算発表時（平成 29年７月 28日）と同様に、連結経常利益 3,000億円以上を目指

したいと考えております。 

 

（利益配分に関する基本方針及び当第２四半期末の剰余金配当） 

当社は、業績に応じた利益の配分を基本として、企業価値向上に向けた投資等に必要な資金所要、先行

きの業績見通し、連結及び単独の財務体質等を勘案しつつ、第２四半期末及び期末の剰余金の配当を実施

する方針と致しております。「業績に応じた利益の配分」の指標としては、連結配当性向年間 20～30％を

目安と致します。なお、第２四半期末の剰余金の配当は、中間期業績及び年度業績見通しを踏まえて判断

することとしております。 

当第２四半期末の剰余金の配当につきましては、上記方針に従い、第１四半期決算発表時の公表時点か

らの増益を踏まえて、既公表の 25円から５円増額し、１株につき 30円（連結配当性向 26.7％）とさせて

いただくことと致しました。 

当期末の配当につきましては、第３四半期決算発表時に、年度見通しの当期純利益を踏まえて判断し、

公表する予定です。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 88,111 106,707

受取手形及び売掛金 624,089 625,913

たな卸資産 1,215,649 1,350,787

その他 318,766 291,317

貸倒引当金 △2,179 △1,948

流動資産合計 2,244,436 2,372,778

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 753,697 750,994

機械装置及び運搬具（純額） 1,114,851 1,099,287

その他（純額） 972,288 1,009,723

有形固定資産合計 2,840,838 2,860,006

無形固定資産 91,287 86,386

投資その他の資産

投資有価証券 816,389 884,273

関係会社株式 1,041,397 1,034,911

退職給付に係る資産 92,948 105,225

その他 138,194 137,061

貸倒引当金 △3,569 △3,586

投資その他の資産合計 2,085,361 2,157,885

固定資産合計 5,017,487 5,104,278

資産合計 7,261,923 7,477,057

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 728,300 747,576

短期借入金 316,115 349,371

コマーシャル・ペーパー 20,000 160,000

1年内償還予定の社債 140,000 125,000

未払法人税等 31,909 33,114

引当金 2,297 2,008

その他 716,511 704,157

流動負債合計 1,955,134 2,121,228

固定負債

社債 255,690 210,693

長期借入金 1,360,025 1,312,657

引当金 4,799 4,465

退職給付に係る負債 188,016 180,429

その他 207,241 236,244

固定負債合計 2,015,774 1,944,490

負債合計 3,970,908 4,065,718
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 419,524 419,524

資本剰余金 386,873 386,866

利益剰余金 1,949,960 2,007,377

自己株式 △132,063 △132,110

株主資本合計 2,624,294 2,681,658

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 269,282 312,531

繰延ヘッジ損益 △2,370 △294

土地再評価差額金 3,002 3,002

為替換算調整勘定 △9,339 △18,710

退職給付に係る調整累計額 63,363 77,669

その他の包括利益累計額合計 323,938 374,198

非支配株主持分 342,782 355,482

純資産合計 3,291,015 3,411,338

負債純資産合計 7,261,923 7,477,057
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

【四半期連結損益計算書】

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 2,160,793 2,745,096

売上原価 1,918,536 2,396,943

売上総利益 242,257 348,152

販売費及び一般管理費 224,426 248,154

営業利益 17,830 99,997

営業外収益

受取利息 2,820 2,561

受取配当金 7,448 9,376

持分法による投資利益 35,018 64,472

その他 19,015 18,071

営業外収益合計 64,303 94,481

営業外費用

支払利息 9,247 10,524

その他 44,872 26,319

営業外費用合計 54,119 36,844

経常利益 28,013 157,634

特別損失

設備休止関連損失 2,712 2,954

事業再編損 6,407 -

特別損失合計 9,119 2,954

税金等調整前四半期純利益 18,894 154,679

法人税等 2,136 40,095

四半期純利益 16,757 114,583

非支配株主に帰属する四半期純利益 5,748 15,430

親会社株主に帰属する四半期純利益 11,009 99,153
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【四半期連結包括利益計算書】

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 16,757 114,583

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △13,585 44,469

繰延ヘッジ損益 2,830 1,540

為替換算調整勘定 △93,590 △1,484

退職給付に係る調整額 4,990 12,849

持分法適用会社に対する持分相当額 △13,949 △5,216

その他の包括利益合計 △113,303 52,158

四半期包括利益 △96,546 166,741

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △92,945 149,131

非支配株主に係る四半期包括利益 △3,600 17,610
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項なし。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項なし。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

税金費用については、当第２四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対 

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を 

乗じて計算している。 

 

（会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示） 

該当事項なし。 
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